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多様性こそが“レジリエンス”を生む 回復力・多様性

明日から先生も走る１２月ですが、地域の皆様、保護者の皆様の

心温まるご支援のおかげで、生徒は安全を実感しながら充実した毎

日を過ごすことができています。心より感謝申し上げます。

さて、春夏秋冬季節が廻り、ふれあいの丘に再び北風が吹き、寒

さが身に染みる時期になりました。大気の乾燥とともに、感染症も

再び拡大傾向を示しています。ウイルスが活性化しやすい環境に

なっておりますので、皆様、くれぐれもお身体ご自愛ください。

生徒も職員も、８～１０月はかなり走りましたので、この１１～

１２月はじっくりと生徒と向き合い、一人一人に寄り添いながら、

落ち着きある日々を維持していきます。右掲載内容を生徒・職員で

共有し、毎日の生活と授業を通して感染症拡大防止に万全を期して

いく所存です。特に授業では、防災教育の視点から「危険予見」

「危険予測」「危険回避」などの自助の精神と力を育んでいきます。

「今まで大丈夫だったから、これからも大丈夫」「きっと大した

ことはない」「自分だけはそうならない」…

災害の被害や事故は、人が知らず知らずにおちいる偏った見方か

らおこることがあります。そのような見方を「正常性※バイアス」

と呼んでいます。 ※バイアスとは思い込み・偏見という意味で使われます

似たような見方で「集団同調性バイアス（皆がそうしているから

そうすることが正しい）」「ベテランバイアス（今までの経験でそ

うだったからこれからもそうなる）」などがあります。偏った見方

は予見や予測、自助の判断を狂わせ、大きな被害を生むことがあり

ます。また、共助の精神を曇らせ、復旧・復興を遅らせることもあ

ります。多様であることを否定し、差別を生むことさえあります。

右の生活スタイル・学習スタイルは、新宮東中学校に最適化する

よう、状況に合わせ“しなやかに”見直しを加えています。

宇宙飛行士の野口聡一さんらが、１１月１７日に国際宇宙ステー

ションとドッキングした宇宙船に、困難に打ち勝つという願いを込

めて名付けた“レジリエンス”。強靭性、柔軟性（しなやかさ）、

回復力、復元力を表す英語で、防災教育では“縮災”の意味でも使

われます。“レジリエンス”の

乗組員４名（Crew-1）の経歴

や国籍等のバックグラウンドは

皆さん異なるとのこと。

野口聡一飛行士曰く、

この多様性こそが、

“レジリエンス”を生む

２回の改訂を加えた生活スタイル

２回の改訂を加えた学習スタイル

野口さんらが乗る宇宙船“Resilience”


